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細

民

匠

児

童

教

育

問

題

資

料
.

朝

倉

海

人

篠
現
今
都
市
細
民
匝
に
於
け

る
細
民
状
態

の
状
況
は
實

に
肚
會
組
織
上
の

一
大
缺
陥
を
語
る
も

の
に
し
て
肚
會

風
敏
上

一
日
も
看
過
ず

べ
か
ら
ざ
る
も

の
ご
云
ふ
べ
く

此
缺
陥
よ
り
醸
成
せ
ら
れ
な

る
幾
多

の
罪
悪
が
如
何
に

砒
會
を
害
毒
し

つ
Σ
あ
る
か
如
何

に
彼
等
子
弟

の
漱
育

及

一
般
兇
・童
の
激
化
上
戦
慄
す
べ
き
悪
影
響
を
及
し
つ

㌧
あ
る
か
其

の
救
済
保
護

の
急
務
な
る
や
識
者
を
得
た

申
し
て
明
な
り
嚢
に
済
世
酋
長

の
親
し
く
細
民
匠
を
観

察

せ
る
あ
り
這
般
亦
内
務
省
救
済
調
査
曾
に
於
て
先
づ

ホ
住
宅
璽
良
案

の
議
せ
ら
る

・
あ

る
は
蓋

し
偶
然
に
あ

ら
ざ
る
な
り
願
く
ば
こ
の
時
宜

に
適
切
な
る
施
設

の

一

日
も
早
く
實
施

の
運

に
至
ら
ん
こ
と
を

余
は
左
に
比
較
的
整
頓

せ
る
某
枇
職
工
肚
宅
匠
を
選

び
之
ご
横
濱
市
細
民
匝
ビ
に
於
け
る
両
者
學
齢
児
童
激

L



「
育
状
態

の
比
較
を
遂

げ
細
民
児
童
教
育
上
に
於

て
其
位
.

一
層
欧
一具
問
題
&
加
〃何
に
密
接
緊
要

の
　關
係

に
あ
る
か
を

.

掲
載
し
大
方
諸
賢

の
批
劉
を
乞
は
ん
と
す

る
も

の
な
り

.

一
、
比
較
の
両
目
的
地

一
、
細
民
歴

横
濱
市
淺
間
町
に
於
け

る
都
市
細
民

匠

の

一
割
地

二
、
改
頁
匠

横
濱
市
を
距
る
西
北
約

二
十
町
都
筑

郡
西
谷
村
上
星
川
な
る
某
會
肚

々
宅
地
に
し
て
北
は
入

王
寺
縣
通
を
隔
て
山
を
控

へ
西
南
帷
子
川
を
純
ら
し
西

谷
村
の
丘
陵
(横
濱
上
水
道
流
過
地
∀
を
望

み
土
地
宏
肚

山

川
の
眺
佳
な
り

　
二
、
両
匠
の
総
数
及
學
齢
児
童

一
匪

賊

穂
戸
数

學
齢
児
童
数

學
童
鍛
一
戸
卒
均

細

民

匠

四八一戸

冒三
七人

0壱

改
.
艮

匪

一嵩
戸

会
人

0
、凪

一我
国
普
通
町
村
に
於

け
る
學
齢
児
童
敷
は
卒
均

一
月
毛

…
分
入
厘
位
な
り
右
改
良
匪
に
於
て
其
低
率
な
る
は
居
住

.

者
比
較
的
少
壮
者
多
く
且

つ
新
世
帯
者
多
数
な
る
を
以一

一
て
な
り
漸
次
増
加
す

べ
き
は
勿
論
な
り

…」
一一
、
學
齢
児
童
就
學
歩
合

雑
.

鋒

細
民
匠
児
童
教
育
問
題
資
料

學
齢
見

就
學
皐
.

特
殊
貧
民
夜

下
腕
學
者

就
學
歩
合
.

、
.

匹

域

童
駁

童
鍛

、學
校

就
學
者

細

民

匪

葺

人

護

人

.

一
三
八

六　
八

四　
%

改
良
匪

八E

(ヨ

ー

1

一〇〇

細
民
匠
に
於
け

る
就
學
児
童
歩
合

の
極
め
て
不
良

な
る

は
父
兄
の
住
所
二

産
せ
牽
朝
ダ
各
所
に
轄
々
す
る
津
浪

生
活

の
徒
多
き
ε
父
兄
其
他

に
激
育
的
観
念
乏
し
く
且

つ
生
活
難
に
逐
は
る

、
に
も
由

る
な
る
べ
し
組
員
匿
に

し
て
父
兄
が
各
地
に
輔

表
す

る
浮
浪
的
生
活
が
就
學
児

童
敷
に
及
.ぼ
す
賞
讃
と
し
て
共

の
學
齢
児
童
の
學
齢
簿

に
登
録
せ
ら
れ
ざ
る
比
準
は
左

の
如
し

學
齢
見
童
厳

市
役
所
畢
齢
簿
登
録
者
数

同
上
未
登
録
者
数

話
昌
七
人

.

一
卯
七
人

一
四
〇
太

郎
㎜ち
父
兄
未
寄
留
の
だ
め
實
際
墨
・齢
に
い達
し
な
が
ら
墨
・

齢
簿
に
登
録
せ
ら
れ
さ
る
者
は
約
四
割

「
歩

の
多
数
を

占

む
る
に
至
.る
こ
の
未
登
録
者
に
饗
し
て
は
強
制
的
に

就
學
を
…勧
誘
す

る
の
道
な
く
ロ
ハ
補
充
的
簡
易
夜
學
校
に

就
學
せ
し
む
る
に
過
ぎ
さ
る
な
り
殊

に
六
+
二
名

の
全

然
不
就
學
者
に
至
り
て
は
自
か
ら
不
具
少
年
投
る
運
命

に
あ
る
を
惧

る

》
も

の
な
り
之
に
反
し
改
頁
匠

に
あ
り

て
は
居
住
定
著
し
且

つ
住
宅
雇
域
整
然
♂
し
て

「
定
の

第
八
巻
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二
號

　四
五
)

こ
九
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雑

録

解
民
匪
見
清
教
育
問
題
資
料一

,管
理
者

の
下
に
行
き
届
き
た

る
監
督
を
受
く
る
あ
り
從

…
つ
て
不
就
學
老
年

蔓
.

・
れ
姦

見
せ
ら
る
・
も
誘

道
}
の
宜

き
を
得
る
ご
共
に
父
兄

　
般

の
敏
育
に
封

ず
る

　　.

熱
.ぎ

相
待
ち
て
碁

な
・
藁

を
牧
む
る
こ
属

然

一
な
ら
ざ
る
な
り
猶
改
頁
匪
に
あ
り
て
は
教
育

の
必
要
を

議

吹
す
る
機
會
を
多
か
ら
し
め
ん
が
た
め
保
護
者
會
を

」
設

け
て
毎
月

「
阿
之
を
開
催
七
學
校

痩
學
庭
ご
の
聯
絡

.

を
謀

る
こ
ご
已
に
二
年
醗
甚
だ
良
好

な
る
結
果
を
得
起

一
り
同
會
開
催
に
際
し
て
は
同
村
小
學
校
長
父
況
及
び
雪

転

側
監
督
當

席
し
兜
薯

も
出
辱

し
め
暴

・
演

`

一
曹

を
な
さ
し
め
父
兄
を
参
観
せ
し
む
る
こ
.§

せ
り

一
四
、
両
匠
見
童
の
學
業
成
績

一
細
民
旺
児
輩

護

績
に
關
』
、
は
具
讐

統
計
敬
呈

[
を
以
て
す
る
こ
ご
能
は
ざ
る
遺
械
あ
れ
ご
も
概
評
す
る

と
き
は
品
行
不
良
成
績
劣
等
に
し
て
優
等
者
ご
認
む
る

…
も

の
な
し

(稀
に
.成
績
優
等

の
も

の
あ
り
熱
れ
ざ
も
就

.

學
時
期
後
れ
な
る
年
長
者
に
し
て
相
當
年
齢

を
過
ぎ
た

麗
甥
簸
鮨
賑
輔雛
鯉
麓
欝
献廟
㎜

一
し
て
教
育
的
観
念
な
き
、
父
の
飲
酒
癖
よ
り
來
る
遺
傳

第
八
巻

(第
二
號

「
四
六
)

二
九
二

　…
的
害
毒
.
「
生
活
難
よ
り
來
る
瞥
養
不
良
、
放
縦
瀬
怠
の

}
習
慣
家
庭
の
状
況
、
勉
強
不
足
、
缺
席
多
数
、
學
用
品

供
給
の
不
十
分
等

の
精
脚
的
物
質
的
缺
陥
に
起
思
す

る

な

る
べ
し

　
改
頁
匿
児
童
に
聞
し
て
は
幸

に
具
膿
的
統
計
数
字
を
以

ぞ

す
・
を
鴛

り
整

屡

理
暮

村
川
曇

尋
常
高
等

「
小
學
校

に
つ
き
調
査
し
た
る
も
の
に
よ
れ
ば

～

幽

-

優

等

生

徒

蝦

年

度

大

正
六
年

・
四
月
現
在

[
大
正
七
年

一
四
刀
現
在

員 垂 勤 生

百 講1徒
畢吹卜

篇 鍍劃・

コ=。 柴1

総
数

比
継
・

四
口

一
翫

茜

δ
O

ト
　
改

良耳
一
〇

巷 茎%最1

大
正
六
年
四
月
現
在
に
於
て
は
政
良
匿
學
量
優
等
生
徒

数
は
在
校
生
徒
総
数
に
封
ず
る
共
生
徒
数

の
割
合
に
及

ば
ざ
れ
ざ
も
七
年
四
月
現
在

に
重

り
て
は
優
等
生
徒
数

増
加
し
生
徒
総
数
に
劃
し
改
頁
匪
生
徒
の
敷
約
五
分
の

一
に
し
て
優
等
者
は
約
三
分

の

一
を
青

む
る
に
至
り

一
.

般
生
徒
に
比
し
改
頁
匠
児
童

の
成
績
佳
良
な
る
を
見

る

べ
し
大
正
六
年
四
月
現
在
生
徒

の
比
較
的
不
良
な
る
は

其
當
時

の
在
住
者
が
移
佳
日
荷
淺

く

〔同
改
良
匪
は
大

正
五
年
四
月
竣
成
}
.
.
從

っ
ズ
學
齢
.児
童
も
他
校
汰
り
の

,



.

.韓
校
者
多
↑
其
出
席
率

の
減
退
等

の
特
殊
原
因
に
よ
れ

ば

な
り
七
年
四
月
末

に
は
在
住
定
著
者
増
加
し
如
上

の

原
因
を
軽
減

し
な
る
を
以
て
順
次
成
績

の
向
上
し
だ

る

.

を
見

る
併
し
該
旺
設
置
以
楽
日
術
漉
く
未
だ
所
謂
肚

宅

氣
風

(
一
校
に
於
け

る
校
風
)
な
る
も
の

、
門児
童
問
に

想
見
す
る
を
得

う
に
足
ら
ざ
れ
ざ
も
父
兄
は
皆
工
業
に

π
促
事
し
家
庭
教
育

に
注
意
す
ろ
の
黙
は

一
般
農
家

の
比

　

に

あ
ら
す
児
童
に
あ
り
て
は
し
ま
り
な
る
所
あ
れ
ざ
も

又
輕
塞
・の
傾
あ
り
農
家
児
童
は
暢
達

せ
る
氣
分
あ
れ
ぜ

一
も
し
ま

り
な
一
遇
鈍

の
嫌
あ
り
從

っ
て
改
頁
風
見
置
の

皿
常
と
し
て
初
學
者
は
農
村

の
そ
れ
に
比
し
て
動
作
敏
活

[な
れ
ざ
も
學
級

の
…進
む
に
從
ひ
農
家
児
童
の
遅
鈍
な
れ

　

ぜ

も
漸
次
進
級
ε
共
に
成
績
進
歩
す
る
の
度
に
比
し
て

矯
鑓
雑

嚢
鰍
顯

縫
羅

熱膿

薯

賛
の
無
風
を
生
じ
完
全
な
る
理
想
境
を
見

る
に
至
ら

…
ん

ご
信
中
之
を
以
て
前
者
細
民
匠
児
巌
に
比
す
れ
ば
雲

一
洗

の
差

に
て
論
弁
る
の
債
値

な
し
如
何
に
勢
働
・者
の
住　

一
居

の
安

定

ご
否

ら
ざ

る
ε
に
よ
り

て
児

童
教
育

上
至

大

な

る
影

響
を
及

ぼ
す

か
を
見

る
可

し
。

雑

録

肚
會
政
策
畢
會
大
會

肚

會

政

策

學

會

大

會

肚
舎
政
策
畢
舎
第
十
二
同
大
曾
は
蕾
強
二
十

一
、
二

両
日
に
渉

っ
て
東
京
早
稻
田
大
學

に
於
て
開
か
れ
た
。

今
回
の
討
議
問
題
は

「
女
子
勢
働
・問
題
」

で
あ

っ
た
。

例
に
依

り
第

一
日
に
於
て
は

曾̂
員
間

に
於
け
る
研
究
報

告
及
び
討
議

の
み
行
は
れ
、
第
二
日
に
は
公
開

の
講
演

會
が
催

さ
れ
な
。
報
告
者
は
河
田
嗣
郎
、
阿
部
秀
助
、

森
戸
辰
男
の
三
民
で
あ
っ
た
が
、
河
田
氏
は
総
論
ご
し

.て

[
般
的
に
女
子
勢
働
問
題

の
理
論
的
方
面
を
、
阿
部

氏
は
厭
米
語
國

に
於
け
る
女
子
勢
働
問
題
を
、
森
戸
氏

は
我
國
に
於
け
る
そ
れ
を
、
各
分
推
さ
れ
た
。
問
題
が

恰
も
時
の
必
要
に
癒
じ
又

一
般

の
興
味
が
勢
働
問
題

に

向

っ
て
來
て
居

る
こ
ご
と
て
、
報
告
も
討
議
も
熱
心
に

又
興
味
を
以
て
行
は
れ
た
。
第
二
日

の
講
演
も
聴
衆
堂

に
満
ち
講
演
者
は
何
れ
も
抱
負
を
傾
注
す
る
ご
謂

っ
た

や
う
な
有
様
で
、
近
來

の
盛
曾
で
あ
っ
な
。

女
子
静
観
問
題
ご
い
は
す
混
く
婦
人
問
題
は
今
や
内

外
「の
重
大
問
頽
一
の

}
た
る
を
失
は
ざ
る
に
至
り
、
然
か

.

も
欧
米
諸
國
に
於
て
は
其

の
運
動
は
着
次
實
効
を
塞
ぐ
.

第

八
巻

(第
二
號

】
四
七
)

二
九
三

,



一
雑

」鋒

肚
會
政
策
畢
會
大
會

編
蠣羅
禁
断
継
鰭
籏
翻
鈴
鰍腱

郭
瑛鍵
鱒
繁
㌔
難
鞭
腿罐
馳鑛

「壁
者

の
間
に
叫
ば
る
Y
畳
醒
的
主
張
た
る
に
止

ら
ホ
し

　
て
、
實
地
政
策
に
爛
れ
来
れ

る
活
き
九

る
問
題
た
る
に

一
至

っ
た
。
理
論
の
問
題
よ
り
し
て
實
行

の
問
題
に
入
り

來

つ
た
。
而
し
て
彼

の
女
子
響
動
問
題

な
る
も

の
に
至

　
つ
て
は
、
そ
登

面
に
於

て
漉
き
意
味

り
婦
人
問
題
中　

…
に
會

、
る
き

・
同
時
に
、
他
面
に
於

て
は

疲

弊
働
問

趙

中
に
含
ま
妻

も

の
で
あ
っ
て
、
其

の
意
義

や
窪

三

重

の
重
要
さ
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
。
既

に

疲

的

一
に
之
を
観
た
る
婦
人
職
業
問
題
が
婦
人
問
題
中
に
在
り

そ

も
最
も
根
抵
あ

る
又
最
も
真
剣
な
る
問
題
な
る
に
加

.

へ
て
、
女
子
響
動
問
題
な
る
も

の
に
至
り
て
は
、
之
を
婦

人

の
職
業
に
關
す
る
問
題

と
し
て
見

て
も
、
彼
の
凋
立

一
な
る
自
由
職
業
ご
異
り
て
更
に

}
届
深
刻
な

る
問
題
で

一
あ
る
。
且
又
女
子
勢
働
問
題
は
そ
が

一
般
勢
働
問
題
中

…
の
「募

岐
こ
し
て

一
般
勢
働
問
題

ご
運
命
を
共

に
し
・

　
共
に

一
日
も
早
く
其

の
解
決
を
見
ん
ご
欲
し
、
若
く
は

ヌ
着
々
其

の
解
決
の
道
を
辿
り
行
か
ん
ε
す
る
も

の
な

第
八
巻

(婿

二
號

}
.四
八
)

二
九
四

　

一
れ
ば
、
所
謂
婦
人
問
題
中
に
在
り
て
、
砦

女
子
欝

荷

鞍

か
り
意
義
の
深
長
な
る
も
の
は
な
い
・
.

一

我
國
に
穿

て
ば
秀

疲

的
に
婦
人
問
題
譲

米

藷

國
に
於
け
る
ほ
ざ
切
迫
の
問
題
葺

な
っ
て
居
ら
ぬ

「
が
、
併
し
女
子

の
勢
働
問
題
に
至
り
て
は
、
我
国
現
下

.
の
工
場
弊
働
者
中
女
工
数
は
遙
か
に
男

工
の
数
よ
軌
も

多

き
事
賓
よ
り
し
て
も
、
又
女
工
の
勢
働
上
に
於
け
る

義
膜
焔巌
灘
灘
慕
駝
鷹
撫
畝蝟礪

可
ぎ
も

の
た
る
や
否

み
難
き
所

で
あ

る
。
我
国
に
在
り

て
は
未
だ

疲

的
に
弊
働
者
間
に
於
け

る
自
助
運
動

の

.

見

る
に
足
る
も

の
な
一
、
從
て
問
題
は
主
ご
し
て
肚
會

政
策
上

の
国
家
施
設

の
問
題
が
講
究
せ
ら
れ

つ
、
あ
る

次
第
だ
が
.
男
子
勢
働
者
間
に
は
漸
く
に
し
て
自
助
運

動

の
表
は
れ
來
ら
ん
ε
す
る
籖
運
を
示
す
に
至

っ
た
。

女
子
勢
働
者
聞
に
は
俗
ほ
暫
く
は
之
を
見

る
こ
ご
が
出

束
ぬ
で
あ
ら
う
。
從
て
問
題
は
爾
ほ
暫

く
は
其

の
保
護

の
爲
め
に
ず
る
國
家
施
設

の
問
題
が
重
要
で
あ

る
。
吾

人

は
肚
會
政
策
學

曾̂
の
此
方
面
に
關
す
る
研
究
が
縫
綾

的
に
更
に
大

い
に
行
は
れ
ん
こ
ご
を
希
望

せ
ざ

る
を
得

な
い
。


